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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第88期

第２四半期連結
累計期間

第89期
第２四半期連結
累計期間

第88期

会計期間
自2018年４月１日
至2018年９月30日

自2019年４月１日
至2019年９月30日

自2018年４月１日
至2019年３月31日

売上高 （百万円） 56,861 57,320 128,130

経常利益 （百万円） 3,996 2,847 6,961

親会社株主に帰属する四半期

（当期）純利益
（百万円） 2,425 1,685 4,335

四半期包括利益又は包括利益 （百万円） 3,549 1,405 3,383

純資産額 （百万円） 69,069 69,592 68,903

総資産額 （百万円） 155,761 161,556 161,206

１株当たり四半期（当期）純利益 （円） 338.67 235.35 605.29

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益
（円） － － －

自己資本比率 （％） 44.3 43.1 42.7

営業活動による

キャッシュ・フロー
（百万円） 1,968 △3,187 572

投資活動による

キャッシュ・フロー
（百万円） △273 △305 △335

財務活動による

キャッシュ・フロー
（百万円） △829 △873 △943

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高
（百万円） 36,177 30,040 34,534

 

回次
第88期

第２四半期連結
会計期間

第89期
第２四半期連結
会計期間

会計期間
自2018年７月１日
至2018年９月30日

自2019年７月１日
至2019年９月30日

１株当たり四半期純利益 （円） 197.14 121.06

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株式がないため記載しておりません。

 

２【事業の内容】

当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社に異動はありません。
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第２【事業の状況】
 
「第２　事業の状況」における各事項の記載については、消費税等抜きの金額で表示しております。

 

１【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1) 財政状態及び経営成績の状況

　当第２四半期連結累計期間における世界経済は、米中貿易摩擦の長期化、英国のＥＵ離脱問題、中東等における

地政学的リスク等により景気減速の動きがみられます。わが国経済は、総じて良好な水準を維持していますが、製

造業や輸出において弱い動きもみられ、先行き不透明な状況にあります。

　建設市場においては、民間設備投資は堅調に推移していますが、建設需要の偏在による建設技能労働者の不足、

資機材の需給逼迫、自然災害による影響等により、予断を許さない状況が続いております。

　このような状況のもと、当第２四半期連結累計期間の業績は次のとおりとなりました。

 

①財政状態の分析

当第２四半期連結会計期間末における資産の部は、前連結会計年度末比349百万円増（0.2％増）の161,556百

万円となりました。その内訳としましては、流動資産は、前連結会計年度末比702百万円増（0.7％増）の97,715

百万円、固定資産は、前連結会計年度末比353百万円減（0.6％減）の63,840百万円となりました。

負債の部は、前連結会計年度末比340百万円減（0.4％減）の91,963百万円となりました。その内訳としまして

は、流動負債は、前連結会計年度末比367百万円減（0.5％減）の72,870百万円、固定負債は、前連結会計年度末

比27百万円増（0.1％増）の19,093百万円となりました。

純資産の部は、前連結会計年度末比689百万円増（1.0％増）の69,592百万円となりました。

 

②経営成績の分析

売上高につきましては、建設事業56,146百万円に不動産事業1,173百万円を加えた57,320百万円（前年同四半

期比0.8％増）となりました。利益面につきましては、営業利益は2,407百万円（前年同四半期比27.2％減）、経

常利益は2,847百万円（前年同四半期比28.7％減）、親会社株主に帰属する四半期純利益は1,685百万円（前年同

四半期比30.5％減）となりました。

セグメントごとの経営成績は次のとおりとなりました。

（建設事業）

受注工事高は、建築工事60,037百万円（前年同四半期比40.2％増）、土木工事4,224百万円（前年同四半期

比70.9％減）の合計64,262百万円（前年同四半期比12.1％増）となり、完成工事高は、建築工事37,835百万円

（前年同四半期比8.6％減）、土木工事18,311百万円（前年同四半期比31.4％増）の合計56,146百万円（前年

同四半期比1.4％増）、営業利益は1,902百万円（前年同四半期比23.8％減）となりました。

（不動産事業）

売上高は1,173百万円（前年同四半期比22.1％減）、営業利益は784百万円（前年同四半期比30.1％減）とな

りました。

(2) キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物の残高は、30,040百万円（前年同四半期は36,177百万

円）となりました。その内訳としましては、営業活動によるキャッシュ・フローは、3,187百万円の支出超過（前

年同四半期は1,968百万円の収入超過）、投資活動によるキャッシュ・フローは、305百万円の支出超過（前年同四

半期は273百万円の支出超過）、財務活動によるキャッシュ・フローは、873百万円の支出超過（前年同四半期は

829百万円の支出超過）となりました。

(3) 研究開発活動

当第２四半期連結累計期間における研究開発費は78百万円となりました。

３【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 19,000,000

計 19,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末
現在発行数（株）
 （2019年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（2019年11月12日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 7,353,140 7,353,140
株式会社東京証券取引所

（市場第一部）

単元株式数

100株

計 7,353,140 7,353,140 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

②【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金
増減額
（百万円）

資本準備金
残高
（百万円）

2019年７月１日～

2019年９月30日
－ 7,353,140 － 3,695 － 522
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（５）【大株主の状況】

  2019年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式（自己
株式を除く。）の
総数に対する所有
株式数の割合
（％）

泉株式会社 兵庫県西宮市南郷町102番地 2,539 35.46

大泉商事株式会社 大阪市西区西本町二丁目２番４号 680 9.50

株式会社三菱ＵＦＪ銀行 東京都千代田区丸の内二丁目７番１号 357 4.99

京町ビル株式会社 大阪市西区西本町二丁目２番４号 266 3.71

日本トラスティ・サービス信託

銀行株式会社（信託口）
東京都中央区晴海一丁目８番11号 263 3.68

株式会社三井住友銀行 東京都千代田区丸の内一丁目１番２号 200 2.79

高徳会 大阪府高石市千代田五丁目２番32号 165 2.30

株式会社ＦＵＪＩ 愛知県知立市山町茶碓山19番地 149 2.08

日本マスタートラスト信託銀行

株式会社（信託口）
東京都港区浜松町二丁目11番３号 115 1.62

錢高組従業員持株会 大阪市西区西本町二丁目２番４号 114 1.60

計 － 4,851 67.74

 

（６）【議決権の状況】

①【発行済株式】

    2019年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式  － － －

議決権制限株式（自己株式等）  － － －

議決権制限株式（その他）  － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 190,600 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 7,150,800 71,508 －

単元未満株式 普通株式 11,740 － －

発行済株式総数  7,353,140 － －

総株主の議決権  － 71,508 －

　（注）　「完全議決権株式（その他）」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が100株含まれております。また、

「議決権の数」欄には、同機構名義の完全議決権に係る議決権の数１個が含まれております。

②【自己株式等】

    2019年９月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

株式会社錢高組
大阪市西区西本町

二丁目２番４号
190,600 － 190,600 2.59

計 － 190,600 － 190,600 2.59

 

２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に準拠して作成し、「建設業法施行規則」（昭和24年建設省令第14号）に準じて記載しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（2019年７月１日から2019

年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（2019年４月１日から2019年９月30日まで）に係る四半期連結財務諸

表について、東陽監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：百万円）

 
前連結会計年度
(2019年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2019年９月30日)

資産の部   

流動資産   

現金預金 34,534 30,040

受取手形・完成工事未収入金等 49,369 51,591

未成工事支出金 4,510 6,649

販売用不動産 122 188

その他 8,475 9,246

貸倒引当金 △0 △0

流動資産合計 97,013 97,715

固定資産   

有形固定資産   

土地 12,495 12,431

その他（純額） 4,470 4,488

有形固定資産合計 16,965 16,919

無形固定資産 42 49

投資その他の資産   

投資有価証券 46,553 46,200

その他 1,564 1,582

貸倒引当金 △931 △910

投資その他の資産合計 47,185 46,872

固定資産合計 64,193 63,840

資産合計 161,206 161,556
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  （単位：百万円）

 
前連結会計年度
(2019年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2019年９月30日)

負債の部   

流動負債   

支払手形・工事未払金等 28,424 24,749

電子記録債務 16,011 15,481

短期借入金 8,050 8,050

1年内返済予定の長期借入金 250 200

未払法人税等 1,578 823

未成工事受入金 11,392 16,625

完成工事補償引当金 149 152

賞与引当金 703 683

工事損失引当金 3,708 3,018

その他 2,969 3,086

流動負債合計 73,237 72,870

固定負債   

長期借入金 5,450 5,350

繰延税金負債 7,946 8,076

役員退職慰労引当金 261 269

退職給付に係る負債 2,862 2,928

その他 2,546 2,469

固定負債合計 19,065 19,093

負債合計 92,303 91,963

純資産の部   

株主資本   

資本金 3,695 3,695

資本剰余金 522 522

利益剰余金 43,245 44,214

自己株式 △515 △515

株主資本合計 46,947 47,917

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 21,993 21,748

為替換算調整勘定 △38 △72

その他の包括利益累計額合計 21,955 21,675

純資産合計 68,903 69,592

負債純資産合計 161,206 161,556
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：百万円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　2018年４月１日
　至　2018年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2019年４月１日
　至　2019年９月30日)

売上高   

完成工事高 55,353 56,146

不動産事業等売上高 1,507 1,173

売上高合計 56,861 57,320

売上原価   

完成工事原価 50,369 51,829

不動産事業等売上原価 320 318

売上原価合計 50,690 52,148

売上総利益   

完成工事総利益 4,984 4,317

不動産事業等総利益 1,186 855

売上総利益合計 6,170 5,172

販売費及び一般管理費 ※１ 2,860 ※１ 2,764

営業利益 3,309 2,407

営業外収益   

受取利息 13 7

受取配当金 490 523

為替差益 203 －

その他 55 67

営業外収益合計 762 597

営業外費用   

支払利息 55 50

為替差損 － 100

その他 20 6

営業外費用合計 75 157

経常利益 3,996 2,847

特別損失   

固定資産除却損 48 99

投資有価証券評価損 － 17

特別損失合計 48 116

税金等調整前四半期純利益 3,948 2,731

法人税、住民税及び事業税 1,211 816

法人税等調整額 311 229

法人税等合計 1,522 1,045

四半期純利益 2,425 1,685

非支配株主に帰属する四半期純利益 － －

親会社株主に帰属する四半期純利益 2,425 1,685
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：百万円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　2018年４月１日
　至　2018年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2019年４月１日
　至　2019年９月30日)

四半期純利益 2,425 1,685

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 1,150 △245

為替換算調整勘定 △26 △34

その他の包括利益合計 1,123 △279

四半期包括利益 3,549 1,405

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 3,549 1,405

非支配株主に係る四半期包括利益 － －
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：百万円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　2018年４月１日
　至　2018年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2019年４月１日
　至　2019年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 3,948 2,731

減価償却費 134 153

貸倒引当金の増減額（△は減少） △1 △0

工事損失引当金の増減額（△は減少） △939 △690

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 21 66

受取利息及び受取配当金 △503 △530

支払利息 55 50

投資有価証券評価損益（△は益） － 17

売上債権の増減額（△は増加） 5,224 △2,221

未成工事支出金の増減額（△は増加） △1,337 △2,138

販売用不動産の増減額（△は増加） 8 △65

仕入債務の増減額（△は減少） △2,350 △4,210

未成工事受入金の増減額（△は減少） △230 5,232

その他 △1,211 △497

小計 2,817 △2,102

利息及び配当金の受取額 504 530

利息の支払額 △55 △55

法人税等の支払額 △1,307 △1,585

法人税等の還付額 9 25

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,968 △3,187

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △355 △236

投資有価証券の取得による支出 △11 △11

投資有価証券の売却による収入 90 －

貸付金の回収による収入 2 2

その他 1 △60

投資活動によるキャッシュ・フロー △273 △305

財務活動によるキャッシュ・フロー   

長期借入金の返済による支出 △100 △150

自己株式の取得による支出 △0 △0

配当金の支払額 △714 △710

その他 △14 △12

財務活動によるキャッシュ・フロー △829 △873

現金及び現金同等物に係る換算差額 165 △127

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 1,031 △4,493

現金及び現金同等物の期首残高 35,146 34,534

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※１ 36,177 ※１ 30,040
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【注記事項】

（連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更）

該当事項はありません。

 

（会計方針の変更）

該当事項はありません。

 

（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

該当事項はありません。

（四半期連結貸借対照表関係）

該当事項はありません。

（四半期連結損益計算書関係）

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

 
　前第２四半期連結累計期間
（自 2018年４月１日
　　至 2018年９月30日）

　当第２四半期連結累計期間
（自 2019年４月１日
　　至 2019年９月30日）

従業員給料手当 1,017百万円 1,023百万円

賞与引当金繰入額 235 232

退職給付費用 45 45

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

 
前第２四半期連結累計期間
（自 2018年４月１日
至 2018年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自 2019年４月１日
至 2019年９月30日）

現金預金勘定 36,177百万円 30,040百万円

現金及び現金同等物 36,177 30,040

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　2018年４月１日　至　2018年９月30日）

配当に関する事項

配当金支払額
 

（決　議） 株式の種類
配当金の総額

（百万円）

１株当たり

配当額

（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2018年６月28日

定時株主総会
普通株式 716 100.0 2018年３月31日 2018年６月29日 利益剰余金

 
Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　2019年４月１日　至　2019年９月30日）

配当に関する事項

配当金支払額
 

（決　議） 株式の種類
配当金の総額

（百万円）

１株当たり

配当額

（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2019年６月25日

定時株主総会
普通株式 716 100.0 2019年３月31日 2019年６月26日 利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　2018年４月１日　至　2018年９月30日）

報告セグメントごとの売上高及び利益の金額に関する情報

    （単位：百万円）

 建設事業 不動産事業 合計
調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２

売上高      

外部顧客への売上高 55,353 1,507 56,861 － 56,861

セグメント間の内部売上高

又は振替高
－ － － － －

計 55,353 1,507 56,861 － 56,861

セグメント利益 2,494 1,123 3,618 △308 3,309

（注）１．セグメント利益の調整額△308百万円は、主に提出会社本社の管理部門に係る費用であります。

　　　２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　2019年４月１日　至　2019年９月30日）

報告セグメントごとの売上高及び利益の金額に関する情報

    （単位：百万円）

 建設事業 不動産事業 合計
調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２

売上高      

外部顧客への売上高 56,146 1,173 57,320 － 57,320

セグメント間の内部売上高

又は振替高
－ － － － －

計 56,146 1,173 57,320 － 57,320

セグメント利益 1,902 784 2,686 △278 2,407

（注）１．セグメント利益の調整額△278百万円は、主に提出会社本社の管理部門に係る費用であります。

　　　２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自　2018年４月１日
至　2018年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　2019年４月１日
至　2019年９月30日）

１株当たり四半期純利益（円） 338.67 235.35

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益（百万円） 2,425 1,685

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する

四半期純利益（百万円）
2,425 1,685

普通株式の期中平均株式数（千株） 7,162 7,162

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式がないため記載しておりません。

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

 

２【その他】

該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

2019年11月８日

株式会社錢高組

取締役会　御中

 

東陽監査法人

 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 鎌田　修誠　　印

 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 稲野辺　研　　印

 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 清水　和也　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社錢高組

の2019年４月１日から2020年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（2019年７月１日から2019年９月30

日まで）及び第２四半期連結累計期間（2019年４月１日から2019年９月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわ

ち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フロー計算書

及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社錢高組及び連結子会社の2019年９月30日現在の財政状態並び

に同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信

じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 

　（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社が別途保管

しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれておりません。
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